
Japan Society for the Study of TOXEMIA OF PREGNANCY

NII-Electronic Library Service

Japan 　．Soolety 　for 　the 　Study 　of 　TOXEM 工A 　OF 　PREGNANCY

日本 妊娠 中毒症 学 会雑誌　第2 巻
一
．183−184頁 ，1994年．

妊娠 中毒症妊婦の 既往 と中高年の 高血圧 との 関係
一高血圧素 因とIUGR を中心 としで

Do 　Women 　with 　Histories　of 　Preedampsia　have　Hypertension　in
Middle　Age ？

−Focus　on 　Family　History　of 　Hypertension　and 　IUGR 一

　　　 東京女子医科大学第 2病院産婦人科 、 同母子総合医療セ ン ター＊

　　　　　　村 岡光恵 、 中林正 雄
＊

、安達知子 、滝沢憲、黒島淳子 、 武 田佳彦
Tokyo　Women ’

s　Medical　College　，Department　ef　Ob．＆ Gy，　Maternal　and 　Perinatal　Center＊

　　　　M ．Muraoka
，　M ，　Nakabayashi，T．　Adachi，K．　Takizawa，　A ．Kurosima，　Y ，丁自keda

　 「研究 目的」

　 妊娠中毒 症 （以下 中毒症と略）が、そ の婦人

の 将来の 高血圧 発症 に関与す る可能性を検討す

る ため 、 長期間の追跡調査を行な っ た 。 そ して

中毒症 に関与する諸 因子 の 中か ら、将来 の 高血

圧発症 に密 接に 関与する因子を抽 出し、これ ら

の 因子 と中高年 にお ける高血 圧発症 との 関係に

つ い て 考察 した。

　「研 究方法」

　 1973−1982年 に東京女子大第 2 病院産婦人科

で 分娩 した純粋型妊娠中毒症患者 と 、
コ ン トロ

ール と して 無作為に抽出した正 常妊婦の うち 、

現在の所在地が明確な263名 に対 して ア ン ケ ー

ト調査を行 ない 、そ の 調査結果と 、 その 婦人の

妊娠 一分娩時の病歴を資料と した 。

　調査 項目は 、 年令 、 妊娠 一分娩 回数 、肥満度、

高血圧素因 （両親の いずれか
一
方または両方 に

高血圧が ある もの ） の 有無 、 中毒症の 発症 回数 、

中毒症 の 重症度 （日産婦 の 重症度 判定基 準に よ

る） 、 中毒症の 発症週数、分娩週数、出生児体

重、そ して 現在の 高血圧の 有無で ある 。 現在の

高血圧 とは 医師によ り診断され、なん らかの 治

療 を受けて い る もの とした 。 出生児体重が仁志

田 らの標準発育 曲線
一2．　OS 　DY）t下をIUGR と した 。

こ れらの 因子間の相互関係を統計学的に解析 し、

現在の 高血圧発症 と密接に関連する因子を分析

した 。 ア ンケー ト回収数は 121通 で あ り回収率

は 46、0 ％ （121／263）で あ っ た 。 内訳 は 、正 常

妊娠既往婦人22名 、 純 粋型 中毒症既往婦 人99名

　（軽症 58名 、重症 41名 ）で あ っ た 。 回答者の 現

在 の 平均年令は 44．8± 4．6才 （Mean ±SD ）であ

り 、 正 常群 （44．5 ± 4．7才 ） 、 軽 症 中毒症群

　（442 ± 4．1才） 、 重 症中毒症群 （44．8 ±5．3才）

の 3群に差を認めなか っ た。

　「結果」

　 中毒症重症度 と現 在の 高血圧発症率を検討す

る と 、 正 常群 〔｝／　22、軽症中毒症群 5！58 （8．6％ ）、

重症中毒症群 9！41 （22．1％ ）で 、中毒症既 往婦

人 で は 14／99 （14．1％ ）で あ り、これ は正 常妊

娠既往婦人 に比 べ て高率で あ っ た 。

　 中毒症 既往婦人をIUGR 発症の有 無 に よ っ て

分類 し、現 在の 高血 圧発症 率 を検討する と 、

IUGR ありの 中毒症群で は 7121 （33．3％ ）で あ り、

IUGR な しの 中毒症群の 7／78 （9．0％）に比 べ

て 、 有意 （P く o．01）に 高率で あ っ た 。
rUGR な

しの 群で は現 在 の 高血圧 発症率は軽 症 中毒症

（14！19、
＆ 2％ ）で も重症 中毒症 （3129、

10．7％）

で も低い の に比 べ て 、
IUGR あ りの 重症 中毒症

群で は6／12 （50．　0％） と高率 に 高血圧を発症 す

る こ とが認め られ た。

中毒症既往婦人 を高血圧 素因の 有無 によ っ て 分

類 し、 現在の高血圧 発症率を検討すると 、 高lftL

圧 素因ありの 中毒症群で は 12／53 （22．8％） で あ

り、高血圧 素因な しの 中毒 症群 の Zt46 （4．3％）
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妊 醸中毒症 の 既 往 と中高年の 高血圧

に比べ て 有意 （P く0．05）に高率で あ っ た 。

そ こ で 中毒症 既往 婦人 の うち 、
IUGR と高血圧

素因の 両方 を有 する群 と 、 両方 とも有 さない 群

に つ い て 現在 の 高血圧 発症率 を検 討す る と、

IUGR 、高血圧素因 の 両 方を有す る群 で の 高血

圧発 症率は 5／14 （35．・79・）で あり、両方を有 さ

な い 群 の 1／39 （2．6％） に 比 して 有意 （Pく O．Ol）

に 高率で あ っ た 。 特に 重 症中毒症 で 両方 を有す

る群で の 現在の 高血圧 発症率は4／6 （66．7％）で

あ り他 の い ずれ の群 と比較 して も有意（Pく 0．01）

に高率で あ っ た。　（表 1）
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　　　 　　 （表 1 ）

以上 の 成績をさ らに 確認するため　 現在の 高血

圧発症 の有無を目的変量 （な し 1 、あ り 2 ）、

現 在の 年令 、 肥満度 、 妊娠後 期の 平均血 圧 （M

AP ） 、 高血圧 家族 歴 （な し 1 、 両親の 一方 に

あ り 1 、 両親 に あ り2 ＞ 、 IUGR の 有無 （な し

1 、 あ り2 ）を説明変量と して　重 回帰分析 を

行 な っ た 。 こ の うち年令 、 MAP 、 高血圧素 因 、

IUGR を説 明変量 と した とき寄与 率 が高 く、こ

の なか で 高血 圧素因お よび llUGR の 統計 的有意

性 （P く0，05）が証 明された 。 す なわ ち、 現在の

高血圧 発症 と最 も関係する因子と して、中毒症

既 往婦人 で は高血圧素因とIUGR で あるこ と が

示 された 。 　 （表 2 ）
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現在の 高血圧発症と諸因子 との統計学的解析

重 回帰分析結果 （N ＝ 99 ）

麩 偏回帰係 T −sta 髄stic 有意性

現在の 年令 0．01421 ．97 n．S

家族歴の 有．、 O．で2322 ．51 P ＜0．05

lUGR の 有無 0．1899234 P く 0 ．05
MBP 0，00351 ．58 n ．s

「考案 」

　 妊娠 中毒症の 中高年の 高血圧発症 に閧する こ

れまで の私 達の 成績で は 、 中毒症 の 発症週数の

早 い 群 （早期発症群）と高血圧素 因を有す る中

毒症群で は将来有意に高率に 高血圧 を発症す る

こ とを報告 して きた 。 今 回の 検討 で は妊娠 32

週未満に発症 した早期発症型 中毒症 は 4 例 しか

な く発症週数に よる検討はで きな か っ た が 、 高

血圧素因に つ い て は 同様の 成績が 得 られ た 。 す

なわ ち高血圧素 因を有す る中毒症既往婦人は高

血1圧素因の な い 中毒症婦 人に 比 べ て 、 有意に 高

率に高血圧 を発症 して い る こ とが 示 され た 。

　 さ らに 、中毒症既往婦人をIUGR 発 症の 有無

に よ っ て 分類 して 現在の 高血圧発症率を検討 し

た 結果 は、極め て 興味深 い もの で あ る。

一般 的

に は、中毒症 に おける IUGR の 発 症機序は 現在

で も不 明で あるが、母体 の 重症中毒症に よ り二

次的に胎児発育が障害される の で は ない か と考

え られて い る 。 今回の 成績 で は重症 中毒 症で

IUGR を発症す る群が 将来の 高血 圧発症 と密接

な関係 があ る こ とが示された 。
これ は中毒症 に

おけ る IUGRre 症 には母体の 中毒症に よる二 次

的なもの だ けで はな く、母体の高血圧素因な ど

まだ不明な遺伝的素因の 関与が示 唆される 。

　いずれに しろ 、中毒症 を中心 と した妊娠時の

諸因子が将来の高血圧発症と密接 に関係 して い

る こ とが 明らか とな っ た。
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